
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 １ １ 回 所 沢 市 景 観 審 議 会 

会 議 録 

令 和 ４ 年 １ １ 月 ７ 日 



会 議 録 

会 議 の 名 称 第１１回所沢市景観審議会 

開 催 日 時  
令和４年１１月７日（月） 

午前１０時００分から午後４時３０分 

開 催 場 所  所沢市役所 低層棟３階 全員協議室 

出 席 者 の 氏 名 （会議録別表１）のとおり 

欠 席 者 の 氏 名 （会議録別表１）のとおり 

説明者の職・氏名  

議 事 

（１）第１０回 所沢市景観審議会までの振り返り 

（２）狭山丘陵ゾーンにおける新しいゾーン区域の検討について 

   ①狭山丘陵ゾーン 松が丘住宅地区について 

   ②県道所沢青梅線 北エリアについて 

（３）新たなゾーン区域における現地視察 

（４）意見交換 

 

会 議 資 料 

第１１回景観審議会（パワーポイント資料） 

資料１ 現地調査ルート 

資料２ 第１１回所沢市景観審議会 全体スケジュール 

資料３ 第１１回所沢市景観審議会 現地視察スケジュール 

資料４ 第１１回所沢市景観審議会 配車表及び座席表 

資料５ 現地調査用資料 

資料６ 第１１回所沢市景観審議会 ご意見記入用紙 



担 当 部 課 名 

（街づくり計画部） 

埜澤街づくり計画部長、畑中街づくり計画部次長、 

塩崎都市計画担当参事 

（都市計画課） 

髙野課長、増子主幹、大河原主査、 

長谷川主任、鶴田主任、池田技師 

（事務局）街づくり計画部 都市計画課  電話 04-2998-9192 

 

  



（会議録別表１） 

（敬称略） 

 所沢市景観審議会委員名簿 会長 藤村 龍至  副会長 杉山 郎子  

  

区 分 区 分 内 訳 委 員 名 出欠 

知 識 経 験 を    

有する者（５人） 

所沢市景観条例及び所沢市景観計画

アドバイザー 

（色彩） 

杉 山
す ぎ や ま

 朗 子
あ き こ

 
出 

（建築） 

藤 村
ふ じ む ら

 龍
りゅう

至
じ

 
出 

（法律） 

横 溝
よ こ み ぞ

 高 至
た か し

 
欠 

（建築・都市計画） 

宗 政
む ね ま さ

 由
ゆ う

桐
き

 
出 

（照明デザイン） 

近 田
ち か だ

 玲 子
れ い こ

 
出 

関 係 団 体 の    

代表者（４人） 

所沢市観光協会（会長） 新井
あ ら い

  重雄
し げ お

 出 

荒幡富士保存会（会長） 内 野
う ち の

 幸 雄
ゆ き お

 出 

所沢市景観市民活動クラブ（会長） 田中
た な か

  栄治
え い じ

 出 

所沢商店街連合会（副会長） 田畑
た ば た

 大介
だいすけ

 出 

公募による市民

（３人） 

市 民 戸塚
と つ か

 忠幸
ただゆき

 出 

市 民 門
かど

 里江
り え

 出 

市 民 福士
ふ く し

 正司
ま さ じ

 出 
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発 言 者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤村会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 埜澤街づくり計画部長挨拶 

■ 配布資料等の確認 

■ 審議会成立の報告（欠席委員の報告） 

■ 会議の公開・非公開の決定（公開に決定） 

■ 会議録の確定方法(会長の承認をもって確定) 

■ 傍聴者の有無確認（傍聴者は無） 

 

 

それでは、ただ今より本題の議事に入りますが、事務局より議事進

行の流れの説明からお願いします。 

 

はい、ご審議いただく流れを説明いたします。 

議事は次第のとおり、４点ございますが、現地視察を踏まえての意

見交換となりますので、各委員の皆様からのご意見を賜りたいと考え

ております。 

全体スケジュール及び次第をご覧ください。 

まず、こちらの会場において、議事（１）及び議事（２）を続けて

説明させていただきます。その後に、現地調査のルート、現地視察の

スケジュール等説明させて頂き、本日の流れに関する質疑応答の時間

を設ける予定です。ここで少し早いのですが、一度お昼の休憩とさせ

て頂きたいと思います。休憩する会場は、301会議室となりますので、

そちらに移動をお願いすることとなります。休憩後の午前１１時５５

分より議事（３）における現地視察を実施し、本会場に戻り、議事（４）

の意見交換を行います。１時間程度意見交換時間を設けておりますの

で、質疑応答も意見交換と併せてお願いしたいと考えております。 

なお、議事（３）における現地視察の視察状況によっては、ご意見

いただく十分な時間が確保できないことも考えられますので、ご意見

を記入いただける用紙を準備しました。意見を頂く内容が多く、時間

内に記載いただけない場合があると思います。審議会終了後にメール

にて様式を送付させて頂きますので、メールにてご意見をいただくこ

とも想定しております。 

回収させていただきました意見は、議事録とともに整理し審議会に

おけるご意見として取扱いたいと考えております。よろしくお願いい

たします。 
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藤村会長 

 

 

 

 

事務局 

 

藤村会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中委員 

 

 

事務局 

 

 

 

田中委員 

 

 

新井委員 

 

 

事務局 

 

 

ただ今説明がありましたとおり、議事の内容についての質疑及び意

見交換については、現地視察後にするとのことでしたので、委員の皆

様、よろしくお願いします。 

それでは議事（１）及び（２）から説明をお願いします。 

 

―担当説明― 

 

 ありがとうございます。 

 議事（１）では、第 10回審議会の振り返りとして、現行の景観計画

の説明から「農地丘陵地景観ゾーンにおける３つの新しい景観ゾーン」

の１つである「狭山丘陵ゾーン」の区域検討線の案の提示がありまし

た。また、事務局より第２案として区域検討線案が新たに提示されま

した。議事（２）では、第２案の区域検討線における当初案から変更

した２カ所、「松が丘住宅地区」と「県道所沢青梅線北エリア」につい

ての検討するにあたる要点の説明がありました。事務局の説明にあり

ました検討における重要項目を踏まえ、午後に現地視察を行うことに

なります。 

ここまでの流れと午後の現地視察までの流れ、意見書の記載方法等

について質問はありますでしょうか。 

 

「狭山丘陵ゾーン」の区域の名称について、事務局は検討を図るよ

うな話もありましたが、検討はしたのでしょうか。 

 

検討の結果、みどりの基本計画において、みどりの核としている３

つの重点地区を、景観のみどりの３ゾーンとしておりますので、同じ

名称とさせて頂きました。 

 

 私としては、所沢市以外も狭山丘陵があることからより限定的にな

るよう「狭山湖丘陵ゾーン」が良いかと思っております。 

 

 狭山丘陵保全配慮地区と河川流域保全配慮地区の違いについて事務

局の意見を伺いたいです。 

 

 みどりの基本計画では、保全配慮地区において、地区別に方針を定

めており、狭山丘陵と水辺地としての河川流域を別の位置づけで定め

ております。 
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藤村会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

藤村会長 

 

 

 

 

 

 

 

田中委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

田中委員 

 

 

事務局 

 

藤村会長 

 

 

 

全体スケジュールの通り、一度お昼休憩を挟んだのち、議題（３）

現地視察となりますので、一度、事務局に進行を戻します。 

 

では、これより１１時５５分まで３０１会議室において休憩となり

ます。１１時５５分ごろに３０１会議室に事務局のものが伺いますの

で、車をご準備している場所までご案内させて頂きます。 

配車につきましては、配車表のとおりとなります。 

午後も、引き続きよろしくお願いします。 

 

では、議事を再開したいと思います。 

議事（４）意見交換についてですが、区域検討線での検討エリアご

とに確認していきたいと思います。 

まず、初めに「松が丘住宅地区」の区域検討線についてですが、事

務局の意見としてはみどりと調和した住環境が整備されていることか

ら「狭山丘陵ゾーン」を区域外とする考え方について、現地視察を踏

まえ、委員の皆様よりご意見、質疑等ありましたらお願いします。 

 

松が丘街そだて憲章の期限についてお尋ねします。 

協定期限は、明確に定められたものはあるのでしょうか。 

また、街そだて憲章を策定した際に、全戸が署名をしている等とい

った、足並みがそろっているかどうかはわかりますでしょうか。 

期限がわからない場合は、全員が賛成しているかについて教えて頂

きたい。 

 

こちらの件について、期限も併せて今確認いたします。確認次第、

回答させていただきます。 

 

本日採決をとられるのであれば、条件付き採決もあり得るのでしょ

うか。 

 

本日は意見交換になりますので、採決は行いません。 

 

松が丘街そだて憲章は、以前あった松が丘建築協定に代わるルール

として、地区計画と憲章に分けて策定したもので、もともと松が丘地

区の全戸が入っていた協定を引き継がれたルールになります。 

他のご意見はございますでしょうか。 
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田畑委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

藤村会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

藤村会長 

 

新井委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤村会長 

 

内野委員 

 

購入するときにその条件に合致しなければ、購入できないといった

決まりはあるのでしょうか。 

 

地区計画については、市に届出をいただくものとなっております。 

同時に、街そだて憲章については、自治会で運用をしておりますの

で、自治会に届出をいただき、内容を確認されています。 

そのため、地区計画の適合、不適合については市で審査をしており、

街そだて憲章については、自治会で判断しております。 

 

仕組みといたしまして、建築協定は建築基準法の取り決めで、もと

もと定められていましたが、地区計画の中で定められることと、定め

られないことがありますので、定められることは地区計画に置き換え、

定められない一部のことについては、街そだて憲章として引き継がれ

ているものかと思いますが、お間違いないでしょうか。 

 

その通りです。 

 

ありがとうございました。 

 

地域住民の同意という話がありましたが、同意というのはどういう

意味なのでしょうか。 

 

地区計画を策定する際の住民の皆様の同意の状況については、地区

の独自のルールですので、地区住民が作りたいという意思を持って策

定にあたり、地域住民へのアンケートを二回実施しています。アンケ

ートの結果としては約９割以上の方がルールに同意したという結果に

なっておりますので、地区計画については住民総意の元で定められて

います。 

街づくり憲章については、地区計画で決められない部分をさらに独

自できめるものですので、同意率も同じだったのではないかと思われ

ます。 

 

宜しいでしょうか。 

 

景観計画の場合は、松が丘の住民に同意をとった上で定めるのでし

ょうか。 
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事務局 

 

 

 

 

藤村会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

藤村会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

景観の改定の進め方については、景観審議会にて審議をいただき、

案を作成していきます。ここで決まりというものではなく、市民の方

の意見を聞くという手続きを踏み、再度、審議会で意見を伺うものと

なります。 

 

ありがとうございます。 

松が丘のようなまとまった計画住宅地において、同時期に入居され

た方々で、緑に関して見識を共有されている住宅地については、区域

から除外しても良いのではないかという提案でした。その点について

お確かめを頂いたうえで、今回の狭山丘陵ゾーンの区域から除いても

良いかということでしたので、ご意見をご記入いただければと思いま

す。 

続きまして、山口中学校西側擁壁から臨む狭山丘陵全景の現地視察

を踏まえまして、狭山丘陵を眺望としてみた際の配慮事項案二項目に

ついてご意見がありましたらお願い致します。 

二項目というのは、地形植栽の違い、みどりの一体性ということで

あったかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

補足でご説明させていただきます。 

狭山丘陵を背景としてみた際の配慮事項です。最初にお配りした資

料の２４ページの下側に配慮事項案と明記しております内容で、「狭山

丘陵の緑と調和するよう、屋根や外壁は暖色系の低彩度色とする」と

いったものと「狭山丘陵を背景とした遠景としての見え方に配慮し、

周辺から突出した外観としないものとする。」の二点です。 

 

ありがとうございます。 

今回は緑と調和するように丘陵の形を背景とした遠景としての見え

方なので、現地で例を提示してご説明いただきましたように、例えば

南部浄水場の給水タンクが突出している、あるいは西武園ゆうえんち

の一部の建築物が突出しているということなので、そのような点につ

いて今後は配慮をお願いしていくようになっていきます。 

 

補足で説明させていただきます。皆様にお配りさせていただきまし

た意見記入用紙について、現地視察箇所②となっているものについて

です。 

こちらの中で、先ほど説明させていただきましたのが案１、案２に
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宗政委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

宗政委員 

 

事務局 

 

藤村会長 

 

 

 

杉山副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近田委員 

 

杉山副会長 

ついてです。こちらの中で案１に対する表決ということで、「賛成、反

対、その他」をご記入お願いいたします。また案２について、「賛成、

反対、その他」についてチェックをしていただき、ご意見、お考えを

お伺いできればと思っております。 

 

案１についてですが、一定規模以上の目立つような大きな外壁屋根

だけではなく、小さな面積についても規制をかけるという考えでしょ

うか。 

 

 こちらの景観計画の届出の対象が敷地面積 500㎡以上、若しくは高

さが 10mを超える建築物となっていますので、これらの規模に配慮事

項がかかることを想定しております。 

 

では、一定規模以上の建築物が対象ということですね。 

 

はい。その通りです。 

 

では、もしよろしければ、屋根、外壁は暖色系の低彩度色となって

いますが、色彩のご専門でいらっしゃる杉山先生に補足を頂けますで

しょうか。 

 

はい。私はこの文言は変えた方が良いと意見を書くつもりでおりま

した。色彩について、配慮事項に書くのであれば、暖色系とまとめる

と茶系や赤の渋い色になってしまいますので、「彩度は低くしましょ

う」と等といった文言の方が表現としてはよろしいのではないでしょ

うか。暖色系とまとめて書くと違う意味で捉えられてしまうかと思い

ますので、その点については気を付けた方が良いかと思います。 

案１、２のところで、色だけではなく、形状や高さ等、ご自由に皆

様のご意見をいただければ良いかと思います。 

現地視察にて、狭山丘陵を眺めた時に、気になった点やこうしたら

よいのではないかとお感じになった事を皆様に書いていただければ良

いかと思います。 

 

意見は必ず書かなければいけないのでしょうか。 

 

事務局の意見に賛成であれば書かなくても良いです。 
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近田委員 

 

事務局 

 

 

 

 

藤村会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近田委員 

 

 

意見用紙は提出しなければいけないものでしょうか。 

 

何か意見がありましたらこちらに記入をいただくか、この場で質疑

応答の際に質問していただければ構いません。 

この場にてお話が出来なかった場合等や意見がある場合については

こちらの用紙にご記入いただければと思っております。 

 

本日の位置付けとしましては、案に対する審議でございまして、皆

様の意見を踏まえて、また次回に事務局案が更新されるものです。 

表決という表現にはなっており、決定か否決かと見えてしまうかも

しれませんが、本日皆様が感じられたお気持ちをご記載いただければ

と思います。 

今、杉山先生から「暖色系の低彩度色とする」という文言に対して、

色相については、必ずしも暖色系と決めなくてもよいのではないかと

いうご意見がありました。 

ただ、暖色系と書かれた意図としては、資料にもありますように、

青の瓦の屋根や、一部の黄色の壁面が見受けられますので、そのよう

な建築物を緑の中に置くと、かなり突出して見えることから、それら

を避けるために暖色系、ないしはグレーベージュのような自然に近い

色、色相にしていきましょうといった案かと思います。 

そのようにご理解をいただきまして、案１、案２についてお考えを

ご記入いただければと思います。 

宜しいでしょうか。 

では続きまして、県道所沢青梅線北エリアの区域検討線についてで

す。地形植生の違いや、狭山丘陵の樹林地における一体性の観点から、

議題１で事務局から提示のありました第二案の区域を検討するにあた

りまして、ご意見ご質問をお伺いしたいと思います。いかがでしょう

か。 

 こちらは三ケ島中学校の屋上に皆様に上がっていただいて、丘陵の

地形と一体となった緑の塊や形をご覧いただいたかと思いますので、

その点を踏まえ、よろしくお願い致します。 

近田委員お願い致します。 

 

私はこれを外すこということに対しては賛成しかねるという立場で

す。 

そもそも、狭山丘陵というのを物理的な丘陵地としての捉え方をす
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るべきではないという考えで、覆い重なる緑ということを景色として

とらえたいということが一点と、それからもう一点は正確かどうかわ

からないですが、三ケ島という名前です。そもそも三つの島です。そ

の三つの島という意味が、昔は水田に水が張られたところに、緑の山

が残っていることを指すというところが日本では多いです。そのよう

な意味から、そもそもの土地柄として、三つの島としてあたるものと

しては、戦場地となったところと今回削除しようとしていた三角地帯

のところ、それからもう１箇所が狭山丘陵を見ながら右側に見える緑

だと思っております。 

そのように考えると３つ御提案された中の元の案、そもそものエリ

アの案１が三ケ島のそもそものいわれも含めた丘陵地の景色というふ

うにとらえるのではないかと考えています。 

もしも、「島」を除いた物理的な丘陵地だけをとらえてしまうとそれ

こそ新幹線からみた山並みのような遠い形式となってしまいます。 

自分たちの暮らしているところと密着した狭山丘陵地という景色と

したいと考えると案１のほうがより身近だと思います。 

 

はい。 

ありがとうございます。 

ここの部分が今日のところ一番意見が分かれるところであるかなと

想像されますけれども、今回の事務局の案と致しましてはこちらの青

い線で元々書いていたところを狭山丘陵という定義からすると、青ま

でだと少し広がりすぎているのではないかということで、あくまで地

形にあった植生とういうのはこの範囲ではないかということで案のご

提示をして頂いたと思います。 

ただ、三ケ島中学校に立った時にこの緑が一体で見えるということ

に関してはある程度ご確認頂いたと思いますが、それと併せて小手指

ヶ原の緑ですとかこの辺りに残っている平地林の緑の塊というのは、

狭山丘陵の緑と全く違うものに見えるか見えないかというのは、現地

で見て頂いた時にそれぞれ印象が分かれたのかなと思いますけれど

も、少し事務局の方で補足といいますかお考えを頂きたいのですけれ

ども、所沢の今の緑の捉え方として三ゾーンで捉えているのかなと思

うのですけれども、一つが今日周った狭山丘陵ゾーン、もう一つが柳

瀬川段丘崖周辺ゾーン、もう一つが三富・くぬぎ山等平地林周辺ゾー

ンといったもので、私の印象はどちらかと言うと三ケ島、小手指に残

る平地林というのは、三富・くぬぎ山等平地林周辺ゾーンの方からの
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連続で捉えられる緑の類型という印象もありまして、今後、その最初

の今日のフィールドワークが狭山丘陵の話であったので、あくまで丘

陵地の関係でここはどうかという話になっているのですけれども、今

後もしこちらの平地林の塊の緑を捉えていくことを考えていく時に

は、三富・くぬぎ山等平地林周辺ゾーンの緑の塊と同じ形で検討する

という可能性はあるのでしょうか。 

というのは、景観計画というのはあくまで緑の形、丘陵地の緑の形

に対する民間敷地の建築物の配慮を求めるものなので、あくまで形の

違う緑に対して同じ部分を適用してしまうと、ここは平地林の話をし

ているはずなのに、丘陵地のルールが適用されてしまうということが

起こってしまうのではないかと、そこに少し違和感があるのではない

かというふうに今伺って私は思ってしまったのですけれども、事務局

としてはどうでしょうか。 

 

はい。 

今回の狭山丘陵の緑に配慮したゾーンと考えますと、平地林が連続

して三ケ島中学校の屋上から見えたと思いますけれども、地域や植生

がまとまっているのが狭山丘陵の地形的な部分で考えると、所感的な

意見ですが、県道所沢青梅線あたりが一つの境となっているのではな

いかと思っております。 

 ただ、平地林は連続して続いている部分もあるのでそちらについて

は、藤村会長のご意見のとおり、平地林としての見え方などで整理し

ていくことも一つの手法であると考えております。 

 

 私は、物理的に平地林というのと狭山丘陵ゾーンを別にするという

考えよりも、むしろ景観としてはあのエリアであると誰もが捉えると

思うので、目で見て感じる景色ということを主体として考えて判断す

べきではないかと思います。 

 従って先程仰られたように、三富・くぬぎ山等平地林周辺ゾーンの

緑は、三富・くぬぎ山等平地林周辺ゾーンというグループの景色にな

るし、狭山丘陵ゾーンの中に突出したものも含めた景色として捉える

ことで十分ではないでしょうか。 

   

はい。 

ありがとうございます。 

今日は、そのことに対してご意見頂きたいと思っております。 
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私の目には、むしろ狭山丘陵の緑と三富・くぬぎ山等平地林周辺ゾ

ーンからの連続としての三ケ島の平地林の緑は違う形に見えました。

従って、そのあたりはそれぞれ印象があるかと思うので、本審議会に

おいて各委員それぞれがどのよう感じたかを表現して頂きまして、そ

のご意見を事務局のほうでご覧頂いてどういう対応をしていくかご検

討いただければと思いますが、今、狭山丘陵ゾーンという定義に少し

こだわってみているところが、事務局の今の意見としては、地形に沿

った建築物の今後、配慮事項を求めていくという方針と平地林の問題

は一旦切り離して、三ケ島の景観を除外するということではないので

すけれども、今後の別の議論に含める可能性があるのであれば、一回

切り離しもいいのではないかという理解でよろしいいでしょうか。 

 

はい。 

そのとおりでございます。 

平地林の方を配慮しなくてもいいという問題でなく、あくまでも狭

山丘陵ゾーンとしての整理の仕方として事務局は考えております。 

 また、今回、元々市街化調整区域にかけている農地丘陵地ゾーンの

方では樹林地等のみどりの方も保全維持していきましょうという目標

を景観計画の方でも掲げさせて頂いておりまして、三ケ島の除外した

という話が上がったところも含めて、市街化調整区域の方では、既存

の緑を残していくことや緑を植えていきましょう、ということを建物

を建てる時の計画の際に配慮事項として定めさせて頂いており、色に

関しても緑に調和するような限定した色の方を使用してくださいと定

めているエリアになっているところになります。 

 そのうえで、今回みどりの基本計画を含めてみどりの核というとこ

ろが狭山丘陵ゾーンや三富・くぬぎ山等平地林周辺ゾーン、柳瀬川段

丘崖周辺ゾーンというところがあるので、その特徴に応じた配慮事項

を上乗する方針のもと、今回は狭山丘陵ゾーンの方を配慮事項を上乗

せするエリアとして区域分けするためのゾーン検討となっておりま

す。 

 

私はその考えには納得しかねるのですけれども、狭山丘陵というそ

もそも物理的に連なっているラインということ、それは景観として、

山があって樹木が生えていて、これはどこにでもある景色だと思いま

す。 

 しかしそれに加え、平地の中に緑の島があって人々のくらしと一体
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となった景色が所沢の特色であるという見方をしないと、山があって

その山を大事にしましょう、緑を大事にしましょうだけの考え方だと

少し違うと思いました。 

 今日拝見して、遠近間のある緑の連なりというのが所沢の特色だろ

うと益々思いました。 

  

 はい、近田委員のご意見はおっしゃるとおりかなと思います。 

 事務局が言っているのは、今回、狭山丘陵ゾーンの検討から始まっ

たのでその他の検討が二番手になっている感じに見えてしまうかもし

れませんけれども、今日の主題はあくまでも狭山丘陵ゾーンの区域線

の定義を定めましょうという話なので、一旦、そちらに関して目を向

けて頂ければと思います。 

 三ケ島中学校から見た時の全体の景観の特徴に関しては、また、今

後扱っていくと考えてよろしいでしょうか。 

  

はい。 

 

そのようにご理解頂ければと思います。 

 

 そうすると景観審議会の審議の対象ではなく、物理的な対象のみと

いうことになるのではないかと思います。 

 

そうとは限らない思います。 

 あくまで、この景観審議会で事務局案に対してどう思いますかとい

う審議をして頂くということです。 

 

 私は以前一回拝見させて頂いて、もう一度拝見させて頂いたのです

けれども、事務局への質問としては、狭山丘陵ゾーン上乗せ配慮事項

検討案という意見用紙で案１と案２が書いてあります。その二つだけ

が付け加わるということですかというのが一つ。 

 それから当初の案の通りまとめてもいいのではないでしょうか。 

 平地林に対する気遣い方というのはまた今後の検討事項として検討

するはずだと思っております。まとめると何か煩雑になることがあり

ますでしょうか。 

一番最初の案そのままですとロイヤル病院あたりに何か建築物が建

ったときに、狭山丘陵だから、みどりがあるからみどりに対しての配
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慮と、川が繋がっているので狭山丘陵との関わりっていうのは語れな

くはないですよね。 

 従って、今回対象外と想定している部分を入れてしまうと何か煩雑

になるということでしょうか。  

 以上二点です。 

 

 １点目、案１を入れていくと何か支障があるかとのご意見ですが、

現在、景観は一定規模以上のものについては、届出を提出して頂き、

その中で審査をしております。 

 今回、委員のみなさまに審議をして頂いているのは、狭山丘陵の緑

に配慮した新たに加える基準の話でございます。 

たとえば、案１における狭山丘陵から遠い位置に位置した敷地で届

出が提出された場合、狭山丘陵の緑に配慮して配置を考えて下さいと

いう基準が出てきたときに、設計者の方が敷地のどこが狭山丘陵に近

いかなど疑問に思われてしまうことがあるため、そのため範囲を地形

上、狭山丘陵が分かりやすい位置に設定したほうがよいのではと考え、

案２をご提案させて頂いたということでございます。 

 また、配慮事項を今４つご提示させて頂いているところですが、現

段階で整理しているのが４つということで、これから継続検討してい

く中でその他の案が出てくることもあるので、そちらについても考え

が整理出来次第ご提示させて頂くということです。 

２点目に、緑の付加基準をまとめてもよいのではというご質問です

が、狭山丘陵や平地林などで緑の植生が違うので、ご意見として受け

賜りたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

以上です。 

 

新井委員よろしくお願いいたします。 

 

大変お疲れ様でした。 

 車の中で色々話が出ましたが、市のほうで現地調査を８月の熱い日

に実施し、大変だったとお聞きしましたが、今回の意見を考慮して再

度、現地調査を見てもらい、またご提案してもらうのがいい方法だと

思います。 

 まず、地形というラインを引いたところを見てもらうと、昔の地形

よりも今、歩いている道路を基本にして引かれているものですから、

県道所沢青梅線と三ケ島中学校の間に川があるのですが、この川の水
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源が堂入という溜池で、堂入という溜池は狭山丘陵の麓にあるのです

が、この川を辿っていくと三ケ島中学校の南側になるのですが、この

辺りが地図に含まれていないのですが、やはり一体なのではないかと

の印象を持っています。 

 それから北側にある、昔青梅街道といった青梅から田無の方へ抜け

た道があるのですが、その青梅街道の際でロイヤル病院の北側に白旗

塚とか誓詞橋とか歴史がある地名があって、三ケ島分署のとなりに砂

川遺跡という有名な遺跡があるのですが、やはり、歴史、暮らし、そ

れから目で見る景観そういうものを含めたものがやはり、境界のゾー

ンになっていくと思います。資料を見ると今、車で通ったところを基

準にしているので、そういう歴史や暮らし、目で見る景観などを基準

にして、暮らし、歴史、目で見る景観は狭山丘陵ゾーンに入るのでは

ないかと思っておりますので、その辺のところをご検討して頂ければ

と思っております。 

 

はい。 

ありがとうございます。 

地元の新井委員は思いがあるのですけれども、今のご意見は、河川

流域保全配慮地区の緑のまとまりは誓詞橋まで続く河川が景観軸であ

り、その河川の元々の水源が狭山丘陵にあるので、その緑は一体なの

ではないかというご意見で、それを捉えようとすると以前の青いライ

ンの方が近いのではないかということです。 

はい、ありがとうございます。  

 事務局お願いいたします。 

 

一点、補足をさせて頂きますと今、ご提示しているラインが道路で

全部区切られている理由は、先ほどご説明しましたように新しくゾー

ンを決めますとその区域内の対象の建物を建築するとき、そのライン

を境にして基準を追加するかしないかとするものですので、例えば人

の敷地内を境にしてしまうと分かりづらいところがありますので、そ

のため道路や川で線を引いていくというのが原則になっていくという

ことです。 

以上です。 

 

それは、ルールとして明確にするための手法ということよろしいで

しょうか。 
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はい。 

 

田中委員お願いいたします。 

 

 今、ご意見を伺っていて、どこから見ているかによって今日の説明

の中で狭山丘陵ゾーンに連なる景観とご説明があったと思うのです

が、どこから見たら連なるのか。今日はじめて三ケ島中学校の屋上に

上ってみたら連なっているのではないかということでロイヤル病院の

方のところも私は思ったのですけれども、どこから見るかによって違

うと思います。そのようなことが明確になっていないとどこの景色の

ことを言っているのか納得感がないというのが一つで、今後の課題だ

と思います。 

 また、新井委員からの話があった地域のいわゆるゲニウス・ロキと

いうテーマを含んでいる景観であるということをもう少し理解をして

慎重に説明を加えてあげないといけないのではないかということで

す。 

ゲニウス・ロキというのは土地にある歴史とか土地が持っている信

仰に支えられているとかを考えるとそれを含めて森を残したり、川の

周りの植林を残したりということがあるので、単純な見え方だけでは

なく、現場の人の想いももう少し調査が必要かなとつくづく思いまし

た。 

 

 はい。 

 ありがとうございます。 

 まず、一つ目の見え方でございますけれども、見え方はたとえば私

たちが景観の届出を審査していくうえで近景からどう見るのかという

ことと、もう一つは先ほどお話があります遠景からの見え方というそ

の二つの視点からの基準を設けておりますので、遠景から見た時と近

景から見た時の基準を分かりやすく設けた方がいいのではと思いまし

た。 

 それから二つ目の地域の特徴を大切にして基準を設けた方がよいと

のご意見については、それは貴重なご意見として賜わりまして検討を

進めて行きたいと思っております。 

 ２月の審議会の際に、皆様から頂きました意見を整理させて頂きま

して、検討線を新たに提示出来たらと考えております。 
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以上です。 

 

 はい。 

ありがとうございます。  

補足をお願い致します。 

 

 視点場について現地視察を複数回実施した際、私たちもどこから見

たときの景観が狭山丘陵に調和すると考えるのかという事が難しく、

県道所沢青梅線に降りた時も建物が建っており、後ろにある狭山丘陵

が見えないという話もありました。しかし、一般の方が通行する道路

から見た視点という事が一番重要であると考えておりますので、高台

に上ったときの道路から見た眺望がきれいによく見えるという事が狭

山丘陵の景色になるので、遠景からの視点も大事だと考えております。   

また、近景もまとめの最後に写真を載せておりますが、建物を少し

後退させ沿道沿いに緑地が植樹すれば、後ろの狭山丘陵が背景として

連続して見えるという工夫ができますというところで近景で下から見

た狭山丘陵を背景とした見方というのも重要であると考えます。その

ため、遠景からと近景から両方の配慮事項を考えていきたいことから、

最初の山口中学校西側擁壁から遠景の方の視点の配慮事項二点と、ま

とめの方で近景の配慮事項二点をあげさせて頂いたところになりま

す。 

加えまして、先ほどの質問事項の街そだて憲章の確認ができました

のでご回答させて頂ければと思います。 

 街そだて憲章の方ですが、自治会員 2/3以上の同意によって成立す

るものになります。 

 期限は定めておりません。 

 以上です。 

 

 はい。 

ありがとうございます。 

ということで、松が丘地区の場合は今住んでいる方が明文化された

憲章という形が元々あるのに対して、三ケ島の方はもう少し、先ほど、

ゲニス・ロキと言われたような地域の方が伝統的に感じていらっしゃ

るまとまりみたいなものがあって、景観の難しいところは、それを一

つのルールで民間の建築主さん達にご配慮をお願いしていくことにな

るので、それが出来るだけ分かりやすくこういった形でルールにして



16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤村会長 

 

 

 

 

 

いかなければならないということをどういった定義にしていかなけれ

ばならないのかなということになると思うのですが、現実的には市街

化調整区域ですので、ここに 500㎡以上の建築物が建つというと、有

り得るのは病院とか福祉施設系が市街地が高齢化しているので、直近

では福祉の需要がありその関係の施設が立地する可能性があります。

現に三ケ島中学校からも少し大きい福祉施設が見えたと思いますが、

そういった建築物が建ったときに、たとえば病院ないし福祉系の施設

がどういう風な形をとっているとよいのかということです。そういう

時に建主の個人的な感覚で奇抜な形とするような可能性もあるので、

統一したルールとか景観に対するご理解や景観計画のゾーンの考え方

が整理されていると、ある程度規範として、景観誘導されていく可能

性があるのでそういったことを念頭に置いて頂いて丘陵地の景観とい

うものをイメージしていければいいかなと思います。 

よろしいでしょうか。 

はい。 

ありがとうございます。 

他にご意見はございますでしょうか。 

そういたしましたら、各委員ご意見ありがとうございました。 

それで概ねよろしければ本日の議事は、これにて終わりにしたいと

思いますが、事務局からは何かございますでしょうか。 

 

 最後に一つご審議頂ければと思います。 

 先程、最後のまとめの写真のほうで、近景から見た時の配慮事項に

ついて二点提案させて頂きました。垣又は柵等は道路境界から後退す

るように努め、道路境界には植栽を設ける等潤いが感じられる計画と

するといったことや隣地の緑と連続性を持たせるなど緑の一体性に配

慮するというこの２点についてご意見を頂ければ幸いと思っておりま

す。 

 

 

はい。 

わかりました。 

それから、丘陵地周辺の現地調査ということで地区の印象なども併

せてお伺いできればと思います。 

 何かございますでしょうか。 

 模範的というかそういう意味で言いますと、松が丘の住宅地ですと
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田中委員 

 

 

藤村会長 

 

 

 

 

 

 

田中委員 

 

藤村会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

藤村会長 

 

 

 

 

 

 

内野委員 

 

か、途中通られました椿峰住宅地では元々協定があったこともありま

して柔らかい境界をかなり徹底して街並みとして作っておられました

し、三ケ島の方は元々のお屋敷の作り方がそもそもそういう作りかた

で作っているので柔らかい境界が割と多かったかなと思いますけれど

も、どうでしょうか。 

田中委員お願いいたします。 

 

 案１ですけれども潤いが感じられるという事がちょっと説得力に欠

けるかなと、この案を運用するときに使いづらいかなと思います。 

 

 具体的にはどのようなことでしょうか。 

 ここでは道路境界は植栽を設けるなど潤いを感じられるという、こ

こでいう潤いとはどう意味かというと道路境界に植栽を設けるなど 

や塀又は柵等は道路境界から後退するようなことをここでは潤いと言

っているのですけれども、このことについて使いづらいということで

しょうか。 

 

 潤いという言葉の捉え方について、個人差が大きいと思います。 

 

 わかりました。 

 潤いの定義としては、前に係っている言葉と捉えて頂きたいです。 

 

 藤村会長のおっしゃる通りです。 

 潤いの具体的な基準が分かりづらいと思いますので、その辺のご意

見についてはしっかり賜り、今後、検討を進めて行きたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

 

 はい。 

 ありがとうございます。 

 今日は、ご覧頂いてはいないのですが椿峰の中でも建築協定から抜

けた住宅というのもありまして、それがまとめに記載されている左側

の写真のような、元々垣根だったものをブロック塀に変える方が増え

てきているので配慮事項を設定するのはいいことかと思います。 

 

 後退するように努めるとは、具体的にどの程度後退すればいいのか。 

 緑の連続性とあるが緑とはどんな緑を想定されているのか。 
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藤村会長 
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 後退ラインについての寸法の規定は設けていないのですが、植栽を

植えるにあたっては５０～６０ｃｍぐらいは必要なのではないかと考

えております。１．０ｍ以上設けるなどの明文化するような規定は配

慮事項に設けるのは難しいと考えています。 

 また、緑の連続性の緑についてですが、高木、中木等が分かりやす

いのですが、小さい低木も緑のひとつとして捉えていますので種類の

限定はしない方向で検討しております。 

 

 椿峰ですと建築協定があり昔は樹種まで明文化した時代もありまし

て、違う樹種を植えると協定委員会から指摘受けることもあったそう

ですが、今のところは当時より柔らかく対応しているようですけども、

実際の連続性や道路後退距離は写真で提示されているぐらいのイメー

ジであると思います。 

その他何かありますでしょうか。 

 

 松が丘や椿峰を見た時に非常に豊かな住環境であると思いました

が、コンビニや商業施設を作るときにどうするのかと言われてしまう

と、生垣が作れないので、逆に住環境に絞るという考え方もあるので

はないかと思います。 

 たとえば、いわゆる住宅メーカーが行うミニ開発のようなものに絞

り、非常に緑地環境、後退距離に生垣を設けるなどするのはわかりま

すが、商業施設にこの配慮事項を言われると何もできないなというの

があるのですが、ゾーンで考えていることなので整理は難しいですが

住環境と非住環境で分けることができればいいかなと思います。 

 

 はい。 

 ありがとうございます。 

 コンビニといいますと大体、１５０～２００㎡程度で５００㎡を超

えるものはないとは思いますが、例えばスーパーなどの大きさになっ

てくると思いますが、その辺りで想定しいることがありますでしょう

か。 

 

 用途ごとに対して配慮事項を区分していこうという検討はまだして

いない状況なのですけれども、今回ゾーンを定めようとしているとこ

ろが市街化調整区域となっていますので、原則としては建築物が建ち
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藤村会長 
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にくい大型の店舗と商業施設が建ちにくい地域となります。 

 ただ、県道沿いのエリアもありますので飲食店等は絶対建築できな

いということはないです。ただし、敷地が５００㎡以上超えている場

合には、所沢市には街づくり条例があり、条例の中でも５００㎡以上

の敷地に対しては緑地に関する規定はありますので、緑地をどこに配

置するかの検討の際に、狭山丘陵ゾーンの配慮事項を定めることによ

って、道路沿いに検討するということにつながるのではないかと考え

ております。 

 

 

 はい。 

 ありがとうございます。 

 今日、視察したところでも松が丘の出口にあったいなげや（店舗）

は、対象になってくるかと思いますけれども、例えば、松が丘の出口

にあるいなげやが今回提示の区域線内だと思いますので、ああいった

ものができる場合は、連続した緑とか塀又は柵等は道路境界から後退

するように求めていくということなのでしょうか。 

 

 はい。 

 配慮事項に合う範囲で、設計者の方が沿道沿いに連続した緑等を配

慮した計画をして頂きたいと考えております。 

 

 はい。 

 具体的には、それぞれの案件ごとだと思いますが、駐車場が普通の

コンビニだと前面的に入れますが、駐車場の沿道沿いに植栽をするな

どのイメージということでよろしいでしょうか。 

 

 そのようなイメージです。 

 

 はい。 

 その他何かございますでしょうか。 

 

 ５００㎡以上は緑に配慮するようにということですけれども、木が

大きくなった時の維持管理についてはどのように考えているのでしょ

うか。 

 作ったときにはいいが、何年も経ち、木が成長した場合、かえって
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事務局 

 

 

 

藤村会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邪魔になってしまうのではないでしょうか。 

 

 いかがでしょうか。 

 想定はされているのでしょうか。 

 景観計画における緑化の基準はあるかもしれませんが、木が成長し

た時の扱いや維持管理まで定めていることはあまり聞いたことがあり

ませんが、何かお考えがあるのでしょうか。 

 

 はい。 

 新築等を行う際に確認させて頂く事項として確認しているのです

が、維持管理をするところまでは想定はしていないところであります。 

 

 あくまでブロック塀、金属フェンスだけで作らないでくださいとい

うイメージかとは思います。 

 ありがとうございます。 

 よろしいいでしょうか。 

 はい。 

 そうしましたら、本日は視察をさせて頂きまして、第一弾というこ

とで狭山丘陵を周った訳でありますが、今後、将来的にはまたさらに 

三富・くぬぎ山等平地林周辺ゾーン、柳瀬川段丘崖周辺ゾーンに対し

ても議論していくということで、まず初回のご審議を頂きましたので、

それに合わせて、事務局の方で案をご提示いただけるのかなと思いま

す。 

 その他なにかございましたら事務局の方からお願いいたします。 

 

はい。 

本日はお時間がなくご発言いただけなかった内容について、意見用

紙に記入いただけました方は、お帰りの際事務局へ提出をお願いいた

します。 

また、後日意見用紙を記入いただく場合は、本日中に様式をメール

にて送付いたしますので、今週中を目途にメールなどで提出ください

ますようお願いいたします。また、郵送での提出をご希望の方は、返

信用の封筒をご用意させて頂いておりますので、事務局までお声がけ

ください。 

最後に、次回の審議会について、御案内申し上げます。 

次回は、令和５年２月頃を予定しております。２月の審議会では、
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埜澤街づくり

計画部長 

 

 

 

 

 

 

 

本日みなさまから頂いたご意見を踏まえ、狭山丘陵ゾーンの区域線と

配慮事項を提案させて頂くこと、新たな景観ゾーンである「産業系土

地利用ゾーンの具体的な対象建築物」について、ご説明させて頂きま

す。よろしくお願いします。 

 

それでは、以上をもちまして本日の議事は全て終了しました。 

 皆様のご協力によりスムーズに議事を進行することができました。 

 厚く御礼申し上げます。 

 それでは、進行を事務局へお返しします。 

 

ありがとうございました。 

 議事は全て終了しましたので事務局より閉会のご挨拶をさせていた

だきます。 

 

本日は皆さま大変お忙しい中ありがとうございました。また、午前

中から長丁場の中、慎重にご審議をいただき誠にありがとうございま

した。 

 以上をもちまして、第１１回所沢市景観審議会を閉会させて頂きま

す。大変ありがとうございました。 

 

 


